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JANOGハッカソン二回目！

開催概要

● 日時: 2019年1月22日(火) 10:00～18:00 JST (JANOG前日)
● 開催場所: 山梨県立図書館 多目的ホール

● 参加者: 24名 + ハッカソン運営委員11名



本イベントにご賛同、ご支援いただきありがとうございました！

● 参加者のみなさま

● 会場&お菓子ご提供いただいたデジタルアライアンスさま

● 機材提供いただいたJPNICさま

● ロゴ提供いただいたミテネインターネットさま

● JANOG43実行委員のみなさま

● JANOG43ハッカソン運営委員のみなさま



企画者の想い

● ネットワーク運用業務の改善に取り組みたいけど、

なかなか踏み出せない方々の背中を押したい。

● 集中して開発に挑戦し、失敗してもOKな環境を提供してあげたい。

そして本業でも業務改善を取り組むきっかけにしてほしい。

● 様々な組織のネットワーク運用者とソフトウェア開発者が

一緒に肩を並べてテーマを取り組むことで、

新しいネットワーク運用の形が見えてくるのでは。



JANOG43ハッカソンロゴ
(ミテネインターネットさんに作成していただきました)



当日の流れ

10:00-10:30 本イベントの説明

10:30-11:00 事前に提出いただいたテーマについて紹介(1テーマ1-2分程度)

11:00-  グループ分け & 議論 & 開発 & 資料作成

(お昼ごはんは各自で)

17:00 発表資料締切

17:00-17:45 各テーマの成果物のデモ・発表(1テーマ5分程度)

17:45-18:00 参加者・運営委員による投票、優勝グループ決定

19:00 懇親会



ハッカソンラボ環境(JPNIC様にご提供いただきました)



ハッカソンテーマ(事前16テーマ ->当日8テーマ)
id1: トラッフィックコントロール最適化 
id2: 「Linux標準教科書」のNotebook化
id3: NW構成管理とトラフィック経路の世代管理/ルータ状態の記録・保存および

       管理、経路の見える化

id4: ルータの正常性確認の自動化

id5: ansible＋githubフローでテスト自動化

id6: データ収集・オペレーション自動化によるNW運用の改善

id7: Telemetryを用いた障害検知と復旧の自動化

id8: NW flowとDNS 名前解決を合わせたデータ分析

成果物発表資料はこちらで公開しています。  
https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Z1u09l58r5AdYo-3EdbUUmVsWaYIURSI

https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Z1u09l58r5AdYo-3EdbUUmVsWaYIURSI


当日の風景



成果物発表 参加者&運営委員による投票は、Slackのreaction機能を使って集計しました。



アンケート結果(2019年1月24日時点)





















Move on to Hackathon Winner !


